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(57)【要約】
【課題】表示装置の液晶応答速度を自動で定量的に検査
すること。
【解決手段】表示装置は、画像を表示する表示パネルと
、前記表示パネルに外部から入射し、前記表示パネルを
透過した外光の強度を光センサにより検出する検出部と
、前記表示パネルに表示される検査画像を変化させた場
合に、前記検出部により検出された外光の強度の変化量
に基づいて、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内
であるか否かを判定する判定部と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルに外部から入射し、前記表示パネルを透過した外光の強度を光センサに
より検出する検出部と、
　前記表示パネルに表示される検査画像を変化させた場合に、前記検出部により検出され
た外光の強度の変化量に基づいて、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内であるか否
かを判定する判定部と、を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記応答速度が所定の範囲内でないと判定された場合に、前記表示パネルの応答速度を
変更する調整部をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記調整部は、前記応答速度が所定の範囲内でないと判定された場合に、前記応答速度
の過不足に応じて調整量を決定することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルの温度を検出する温度センサから温度情報を取得する取得部をさらに有
し、
　前記検出部は、前記温度情報に基づいて前記光センサが外光の強度を検出するタイミン
グを制御することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示パネルは、高階調の検査画像と低階調の検査画像とをフレームごとに切り替え
て表示することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記検出部は、前記低階調の検査画像が表示された後に前記高階調の検査画像が表示さ
れる場合に、前記高階調の検査画像が表示された後に前記低階調の検査画像が表示される
場合よりも遅いタイミングで外光の強度を前記光センサに検出させることを特徴とする請
求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記検出部は、前記高階調の検査画像が表示される場合よりも前記低階調の検査画像が
表示される場合に検出感度を上げることを特徴とする請求項５又は６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記検出部は、１フレーム内で複数回、光センサに外光の強度を検出させ、
　前記判定部は、前記検出部により検出された１フレーム内の光の強度の変化量に基づい
て、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内であるか否かを判定することを特徴とする
請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記検出部は、１フレーム内で複数回、光センサに外光の強度を検出させる場合に、各
回に関し、前記低階調の検査画像が表示された後に前記高階調の検査画像が表示される場
合に、前記高階調の検査画像が表示された後に前記低階調の検査画像が表示される場合よ
りも遅いタイミングで外光の強度を前記光センサに検出させることを特徴とする請求項８
に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示パネルに光を照射する光源を有する発光装置をさらに備え、
　前記光センサは、前記光源の光の強度を検出するためのセンサを兼ねていることを特徴
とする請求項１～９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記表示パネルに前記検査画像を表示し、且つ、前記発光装置を消灯した状態で、前記
光センサにより前記外光を検出することを特徴とする請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記表示パネルは液晶パネルであり、前記応答速度は液晶応答速度であることを特徴と
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する請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　画像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルに外部から入射し、前記表示パネルを透過した外光の強度を検出する光
センサと、を有する表示装置の制御方法であって、
　前記表示パネルに表示される検査画像を変化させた場合に、前記光センサにより検出さ
れた外光の強度の変化量を取得する取得ステップと、
　前記外光の強度の変化量に基づいて、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内である
か否かを判定する判定ステップと、
　を有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置の制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　放射線画像を表示する医療用ディスプレイ、特にマンモグラフィ用のディスプレイに対
しては、高度な品質管理を行うことを法律や医療ガイドライン等で要求されているため、
様々な検査項目が設定されている。
【０００３】
　例えば、マンモグラフィなどの放射線画像を複数の角度から撮影し、撮影した画像を再
構成し、且つ動画のように連続して表示することで立体的な表示が可能となる技術として
トモシンセシス画像が知られている。トモシンセシス画像は動画像の１つであるが、乳癌
などの検診で使用されることから、毎フレームに正確な画像を表示することが求められて
いる。このため、液晶ディスプレイでトモシンセシス画像を表示する際には、１フレーム
以内に液晶の応答が収まることが求められている。
【０００４】
　液晶ディスプレイを通常の液晶応答速度で駆動させた場合、一部のフレーム間の階調遷
移で１フレーム以上の応答時間がかかる。このため、トモシンセシス画像を表示する場合
は、オーバードライブにより液晶応答速度を上げる制御が行われる。オーバードライブに
より液晶応答速度を上げた場合には、液晶応答速度に過不足が発生しているか否かを検査
する技術が用いられる。
　例えば、液晶ディスプレイの液晶応答速度を検査するため、特定のテスト画像をディス
プレイに表示させて、目視で液晶応答速度を検査する技術が提案されている（例えば、特
許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１３／０３３５３８２号明細書
【特許文献２】特開２００４－２４０２６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、液晶ディスプレイの液晶応答速度を定量的に検査することができなかっ
た。例えば、特許文献１に記載の技術では、ユーザが目視で液晶ディスプレイの液晶応答
速度を検査するため、検査結果にばらつきが生じる場合があった。また、液晶ディスプレ
イを定期的に検査する場合は、その都度、ユーザ自身で検査を行う必要があるため、ユー
ザの負担となっていた。
　そこで、本発明は、表示装置の液晶応答速度を自動で定量的に検査することを目的とす
る。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第一態様は、画像を表示する表示パネルと、前記表示パネルに外部から入射し
、前記表示パネルを透過した外光の強度を光センサにより検出する検出部と、前記表示パ
ネルに表示される検査画像を変化させた場合に、前記検出部により検出された外光の強度
の変化量に基づいて、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内であるか否かを判定する
判定部と、を有することを特徴とする表示装置を提供する。
【０００８】
　本発明の第二態様は、画像を表示する表示パネルと、前記表示パネルに外部から入射し
、前記表示パネルを透過した外光の強度を検出する光センサと、を有する表示装置の制御
方法であって、前記表示パネルに表示される検査画像を変化させた場合に、前記光センサ
により検出された外光の強度の変化量を取得する取得ステップと、前記外光の強度の変化
量に基づいて、前記表示パネルの応答速度が所定の範囲内であるか否かを判定する判定ス
テップと、を有することを特徴とする表示装置の制御方法を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表示装置の液晶応答速度を自動で定量的に検査することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１に係る表示装置の構成の例を示す図である。
【図２】光源ユニットＵの構成の一例を示す図である。
【図３】輝度調整に関するフローチャートの例を示す図である。
【図４】各光源ユニットＵの輝度調整の一例を示すテーブルである。
【図５】各光源ユニットＵの通常時の発光制御の例を示す図である。
【図６】特定の光源ユニットのみを発光させた場合の発光制御の例を示す図である。
【図７】各光源ユニットＵの目標光センサ値を記録したテーブルの一例である。
【図８】実施例１における液晶応答速度の検査及び調整処理を示す図である。
【図９】画像生成部１１３により出力されたパターン画像の一例を示す図である。
【図１０】実施例１のセンサ値を取得する際のタイミングの例を示す図である。
【図１１】実施例２に係る表示装置の構成を示す図である。
【図１２】実施例２における液晶応答速度の検査及び調整処理を示す図である。
【図１３】実施例２のセンサ値を取得する際のタイミングの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の好ましい実施例について、図面を参照しながら詳細に説明する。各図に
おいて、同一の構成については原則として同一の参照番号をふり、重複する説明は省略す
る。また、説明を具体化するために例示する数値等は、特に言及しない限りは、これに限
定するものではない。
　また、本発明は以下の実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲に
おいて適宜変更可能である。例えば、本発明が適用される装置の構成や各種条件によって
適宜修正又は変更されてもよい。
【００１２】
　＜実施例１＞
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施例について詳細に説明する。
（表示装置１００の構成）
　図１は、実施例１に係る表示装置１００の構成の例を示す図である。表示装置１００は
、システム制御装置１１０と、発光装置１２０と、液晶パネル１５０とを有する。
　また、システム制御装置１１０は、映像入力部１１１、品質管理部１１２、画像生成部
１１３、液晶応答速度算出部１１４及び判定条件記憶部１１５を有する。さらに、システ
ム制御装置１１０は、合成部１１６、補正値記憶部１１７、補正処理部１１８及び液晶パ
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ネル駆動部１１９を有する。
【００１３】
　また、発光装置１２０は、バックライトモジュール１３０と、バックライト制御モジュ
ール１４０とを有する。バックライトモジュール１３０は、複数のＬＥＤ１３１と、複数
の光センサ１３２とを有する。バックライト制御モジュール１４０は、センサ値取得部１
４１、目標光センサ値記憶部１４２、初期点灯期間記憶部１４３、バックライト制御部１
４４及びバックライト駆動部１４５を有する。また、バックライト制御部１４４は、照射
光強度補正部１４６を有する。
【００１４】
　システム制御装置１１０は、入力された映像信号に基づいて内部生成した表示パターン
を、適切な液晶応答速度で液晶パネル１５０に出力する機能を有する。また、システム制
御装置１１０は、液晶応答速度が適切となるように管理する機能を有する。
　実施例１においてシステム制御装置１１０は、バックライトモジュール１３０が有する
光センサ１３２を用いて液晶応答速度を測定し、液晶パネル１５０の液晶応答速度が適切
となるように管理する。
　具体的には、システム制御装置１１０は、液晶パネル１５０を透過した外光を光センサ
１３２で検出し、検出結果から算出した液晶応答速度と判定範囲とを比較する。ここで判
定範囲は、液晶応答速度が適切か否かを判定するための範囲である。
　液晶応答速度が判定範囲の上限より大きい場合、液晶応答速度が速すぎる（過補正）と
判定され、液晶応答速度が判定範囲の下限より小さい場合、液晶応答速度が遅すぎる（補
正不足）と判定される。続いて、システム制御装置１１０は、液晶応答速度が判定範囲よ
りも大きい場合又は小さい場合に、液晶応答速度を変更（調整）する。
【００１５】
　発光装置１２０は、液晶パネル１５０の背面から光を照射する。液晶パネル１５０は、
発光装置１２０から照射される光を透過することで画面に画像を表示する。また、発光装
置１２０は、液晶パネル１５０に輝度ムラが発生しないように各ＬＥＤの輝度強度を補正
する機能を有する。
　なお、本実施例では表示パネルとして液晶パネル１５０を用いたが、液晶素子以外のデ
バイスで光を変調する方式の表示パネルを用いてもよい。例えば、ＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ
　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）シャッターを用いたＭＥＭＳ
シャッター方式の表示パネルに本発明を適用してもよい。
　以下では、発光装置１２０、システム制御装置１１０の構成及び動作について詳細に説
明する。
【００１６】
（発光装置１２０の説明）
　発光装置１２０は、バックライトモジュール１３０及びバックライト制御モジュール１
４０を有する。
　バックライトモジュール１３０は、複数のＬＥＤ１３１と複数の光センサ１３２とを有
する。ＬＥＤ１３１は、液晶パネルに照射する照射光を出力する光出力手段である。
　所定数のＬＥＤ１３１により光源ユニットＵが構成される。なお、光源ユニットＵは、
図１において破線で示される。光源ユニットＵは、発光量を制御可能な光源の最小単位で
ある。各光源ユニットＵは、例えば、所定数のＬＥＤ１３１が所定の範囲に均一に配置さ
れた構成となっており、液晶パネル１５０の各領域に光を照射する。
【００１７】
　また、光センサ１３２は、液晶パネル１５０の背面側に設けられており、光の強度を検
出する光検出手段である。光センサ１３２は、検出した光の強度を示す検出値である光セ
ンサ値を出力する。
　光センサ１３２は、複数の光源ユニットＵに対応して異なる位置に複数配置されている
。例えば、光センサ１３２は、一つの光源ユニットＵに対して一つ配置される。これによ
り、各光センサ１３２は、対応する光源ユニットＵのＬＥＤ１３１が出力する照射光の強
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度を検出することができる。さらに、ＬＥＤ１３１を消灯させた状態で、各光センサ１３
２は、外部から（つまり液晶パネル１５０の表示面側から）液晶パネル１５０に入射し、
液晶パネル１５０を透過した外光の強度を検出することもできる。
【００１８】
　図２は、光源ユニットＵの構成の一例を示す図である。バックライトモジュール１３０
は、液晶パネル１５０の各領域に光を照射する６つの光源ユニットＵ０～Ｕ５で構成され
ている。なお、バックライトモジュール１３０は、６つ以上の光源ユニットＵを有してい
てもよい。
　それぞれの光源ユニットＵには、光源として１６個のＬＥＤ１３１が配置される。同じ
光源ユニットＵ内のこの１６個のＬＥＤ１３１は、同一の電流値及び点灯期間（デューテ
ィー比）で発光する。
【００１９】
　また、光源ユニットＵ０～Ｕ５には、それぞれに光センサ１３２Ａ～１３２Ｆが設けら
れている。具体的には、光源ユニットＵ０の中央部に光センサ１３２Ａが設けられ、光源
ユニットＵ１の中央部に光センサ１３２Ｂが設けられ、光源ユニットＵ２の中央部に光セ
ンサ１３２Ｃが設けられる。また、光源ユニットＵ３の中央部に光センサ１３２Ｄが設け
られ、光源ユニットＵ４の中央部に光センサ１３２Ｅが設けられ、光源ユニットＵ５の中
央部に光センサ１３２Ｆが設けられる。光センサ１３２Ａ～１３２Ｆは、それぞれ対応す
る光源ユニットＵ０～Ｕ５における光強度（輝度）を検出する。
【００２０】
　図１に戻る。センサ値取得部１４１は、光センサ１３２が出力する輝度値［cd/m2］を
取得する。なお、センサ値取得部１４１は、検出部の一例である。
　バックライト制御モジュール１４０は、センサ値取得部１４１、目標光センサ値記憶部
１４２、初期点灯期間記憶部１４３、バックライト制御部１４４、及びバックライト駆動
部１４５を有する。バックライト制御部１４４は、例えばＣＰＵ（プロセッサ）を有して
おり、不図示の記憶媒体に記憶されたプログラムを不図示のＲＡＭ（Random Access Memo
ry）等に展開して実行する。これにより、照射光強度補正部１４６の処理が実行される。
【００２１】
　照射光強度補正部１４６は、各ＬＥＤ１３１の点灯期間を調整することにより、各ＬＥ
Ｄ１３１が出力する照射光の強度を補正する補正手段である。
　照射光強度補正部１４６は、各光源ユニットＵに配置された光センサ１３２から取得さ
れた輝度値を、センサ値取得部１４１から取得する。
　そして、照射光強度補正部１４６は、光源ユニットＵごとの輝度値と、目標光センサ値
記憶部１４２が記憶している目標光センサ値とを比較する。目標光センサ値は、各光源ユ
ニットＵが出力する光の強度が均一になった状態における光センサの出力値（輝度値）で
ある。例えば、表示装置１００の生産時の調整工程で目標光センサ値記憶部１４２に書き
込まれる。
【００２２】
　照射光強度補正部１４６は、光源ユニットＵごとに、比較結果に応じて、光源ユニット
Ｕの点灯期間を決定する。例えば、照射光強度補正部１４６は、目標光センサ値よりも光
源ユニットＵの輝度値が高い場合、現在の光源ユニットＵの点灯期間よりも短い点灯期間
に決定する。また、照射光強度補正部１４６は、目標光センサ値よりも光源ユニットＵの
輝度値が低い場合、現在の光源ユニットＵの点灯期間よりも長い点灯期間に決定する。
　そして、照射光強度補正部１４６は、それぞれの光源ユニットＵの点灯期間を示す情報
をバックライト駆動部１４５へ出力する。
【００２３】
　目標光センサ値記憶部１４２は、各光源ユニットＵの目標光センサ値を記憶しているメ
モリである。また、詳細は後述するが、目標光センサ値記憶部１４２は、光源ユニットＵ
ごとに適宜、目標光センサ値が更新される。
　初期点灯期間記憶部１４３は、各光源ユニットＵから出力される光の強度が均一になっ
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た状態におけるＬＥＤ１３１の点灯期間を記憶しているメモリである。ＬＥＤ１３１は、
照射光強度補正部１４６の制御により、一定の周期で点灯状態と消灯状態とを繰り返す。
【００２４】
　バックライト制御部１４４は、照射光強度補正部１４６により決定された点灯期間を、
光源ユニットＵごとにバックライト駆動部１４５に出力する。
　バックライト駆動部１４５は、照射光強度補正部１４６から入力された光源ユニットＵ
の点灯期間において光源ユニットＵに含まれる各ＬＥＤ１３１を点灯させる。また、バッ
クライト駆動部１４５は、消灯期間において光源ユニットＵに含まれる各ＬＥＤ１３１を
消灯させる。
【００２５】
　以下、発光装置１２０における各種の制御手順について詳細に説明する。
（初期点灯期間及び目標光センサ値の決定方法）
　図３は、輝度調整に関するフローチャートの例を示す図である。図３に示す処理は、例
えば、表示装置１００の生産時の調整工程において実施される。
　まず、ステップＳ３０１において、バックライト制御部１４４が、バックライト駆動部
１４５に対して、所定の電流値と点灯期間で全てのＬＥＤ１３１を点灯させるよう指示す
る。バックライト駆動部１４５は、バックライト制御部１４４からの指示に応じて、所定
の電流値と点灯期間で全てのＬＥＤ１３１を点灯させる。
【００２６】
　次に、ステップＳ３０２において、不図示の外部測定器によって、光源ユニットＵごと
に液晶パネル１５０の画面における輝度ムラ［％］が測定される。輝度ムラは、液晶パネ
ル１５０の画面における輝度の期待値に対する測定値の割合［％］により表される。
　そして、バックライト制御部１４４は、輝度ムラの測定結果に基づいて、表示領域の輝
度が一定かつ均一になるように、輝度を調整するための電流制御値及び点灯期間制御値を
決定する。
【００２７】
　図４は、各光源ユニットＵの輝度調整の一例を示すテーブルである。図４のテーブルは
、各光源ユニットＵの電流制御値、点灯期間制御値、ムラ測定結果及び初期点灯時間を対
応付ける。
　電流制御値は、光源ユニットＵに供給する電流量を制御するための制御値である。例え
ば、電流制御値は、０から１０００までの値で示される。例えば、電流制御値が「１００
０」の場合、電流制御値が「５００」の場合の２倍の電流量が光源ユニットＵに供給され
る。また、電流制御値が「０」の場合、光源ユニットＵに電流が供給されず、光源ユニッ
トＵは消灯状態となる。図４に示す例では、各光源ユニットＵの電流値が５００に設定さ
れている。
【００２８】
　点灯期間制御値は、各光源ユニットＵの点灯期間を制御するための制御値である。点灯
期間制御値は、０から１０００までの値で示される。例えば、点灯期間制御値が「１００
０」の場合、点灯期間制御値が「５００」の場合の２倍の点灯期間となるように光源ユニ
ットＵが制御される。また、点灯期間制御値が「０」のときには、実際の点灯期間は０と
なり、光源ユニットＵは消灯状態となる。図４に示す例では、各光源ユニットＵの点灯期
間が５００に設定されている。
　なお、電流制御値及び点灯期間制御値の範囲は、上記の（０～１０００）に限らない。
また、電流制御値の増加に対して実際に光源ユニットＵに供給される電流量が非線形に増
加してもよく、電流制御値の増加に対して実際の電流値が低減してもよい。点灯期間制御
値と点灯期間との関係についても同様である。
【００２９】
　ムラ測定結果は、光源ユニットＵごとに測定された輝度ムラ［％］である。例えば、光
源ユニットＵ０の輝度ムラは、９５％となっており、５％輝度が不足している。また、光
源ユニットＵ１の輝度ムラは、１００％となっており、輝度に過不足はない状態である。
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また、光源ユニットＵ２の輝度ムラは、１０３％となっており、３％輝度が過剰である。
【００３０】
　初期点灯期間は、輝度ムラが発生しないように調整された各光源ユニットＵの点灯時間
の制御値である。初期点灯期間は、（初期点灯期間＝点灯期間制御値×（１００／輝度ム
ラ））により算出される。例えば、光源ユニットＵ０の輝度ムラは、９５％となっており
、５％輝度が不足しているため、点灯期間制御値５００よりも大きい「５２６（＝５００
×（１００／９５））」が初期点灯期間として設定される。また、光源ユニットＵ０の輝
度ムラは、１００％となっており、輝度に過不足はないため、点灯期間制御値５００と同
一の「５００（＝５００×（１００／１００））」が初期点灯期間として設定される。ま
た、光源ユニットＵ２の輝度ムラは、１０３％となっており、３％輝度が過剰であるであ
るため、点灯期間制御値５００よりも小さい「４８５（＝５００×（１００／１０３））
」が初期点灯期間として設定される。
　このように、輝度が不足している場合、初期点灯期間が長く設定され、輝度が過剰な場
合、初期点灯期間が短く設定されることで、各光源ユニットＵにおける輝度が調整され輝
度ムラが解消される。
【００３１】
　ステップＳ３０３において、バックライト制御部１４４が、上記のようにして決定した
初期点灯期間を、光源ユニットＵに関連付けて初期点灯期間記憶部１４３に記憶させる。
　なお、上記の説明においては、バックライト制御部１４４が、電流制御値を５００に固
定して点灯期間のみを調整する場合について説明したが、これに限定されない。例えば、
点灯期間と電流制御値の両方を調整し、調整後の点灯期間（初期点灯期間）と、調整後の
電流制御値とを初期点灯期間記憶部１４３に記憶させてもよい。その場合、初期状態にお
いて、光源ユニットＵは、調整後の点灯期間と調整後の電流制御値で点灯する。また、バ
ックライト制御部１４４は、電流制御値のみを調整し、調整後の電流制御値のみを初期点
灯期間記憶部１４３に記憶してもよい。その場合、初期状態において、光源ユニットＵは
、調整後の電流制御値と所定の点灯期間で点灯する。
【００３２】
　次に、ステップＳ３０４において、バックライト制御部１４４が、バックライトモジュ
ール１３０に含まれる複数の光源ユニットＵのうち、特定の光源ユニットＵだけを発光さ
せるように、バックライト駆動部１４５に指示する。
　図５は、各光源ユニットＵの通常時の発光制御の例を示す図である。例えば、各光源ユ
ニットＵが、図５に示すように通常時において発光制御期間内で点灯及び消灯を繰り返す
。発光制御期間は、光源ユニットＵの点灯期間と消灯期間の周期を示しており、光源ユニ
ットＵ０～Ｕ５は、それぞれ同じタイミングで点灯期間と消灯期間を繰り返す。
【００３３】
　図６は、特定の光源ユニットのみを発光させた場合の発光制御の例を示す図である。バ
ックライト駆動部１４５は、バックライト制御部１４４から光源ユニットＵ０だけが点灯
する期間を作り出す指示を受けた場合、図６に示すように、各光源ユニットＵの点灯期間
を調整し、一時的に光源ユニットＵ０だけが点灯する期間を作り出す。具体的には、発光
制御期間内の光源ユニットＵ０だけが発光する期間において、光源ユニットＵ０以外で点
灯している光源ユニットＵ４及び光源ユニットＵ５を消灯させる。このとき、バックライ
ト駆動部１４５は、光源ユニットＵ０だけが点灯する期間を作り出したことをバックライ
ト制御部１４４に通知する。
【００３４】
　図３に戻る。バックライト駆動部１４５が、特定の光源ユニットＵだけが点灯する期間
が作られたことをバックライト制御部１４４に通知すると、ステップＳ３０５に処理が進
められる。ステップＳ３０５では、バックライト制御部１４４は、センサ値取得部１４１
に対して、特定の光源ユニットＵのみが点灯している間に、特定の光源ユニットＵに対応
する光センサ１３２から光センサ値（輝度値）を取得させる。特定の光源ユニットＵが点
灯した状態で取得される光センサ値を、以下の説明においては「検出光値」と呼ぶ。
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【００３５】
　なお、バックライト制御部１４４は、上記ステップＳ３０５において、センサ値取得部
１４１に輝度値を複数回取得させ、取得された複数の輝度値の代表値（平均値、最頻値、
中間値等）を用いてもよい。また、バックライト制御部１４４は、光センサ１３２から輝
度値を取得する処理をセンサ値取得部１４１に１回だけ行わせ、取得された輝度値にノイ
ズを低減するフィルタ処理を施し、フィルタ処理後の輝度値を用いてもよい。
【００３６】
　次に、ステップＳ３０６において、バックライト制御部１４４は、検出光値を目標光セ
ンサ値として目標光センサ値記憶部１４２に記憶させる。そして、ステップＳ３０７にお
いて、バックライト制御部１４４は、全ての光源ユニットＵの目標光センサ値を目標光セ
ンサ値記憶部１４２に記憶させたか否かを判定する。全ての光源ユニットＵの目標光セン
サ値を目標光センサ値記憶部１４２に記憶させた場合には、本処理フローを終了する。
　一方、目標光センサ値が記憶されていない光源ユニットＵが存在する場合には、ステッ
プＳ３０８において、バックライト制御部１４４は、目標光センサ値が記憶されていない
光源ユニットＵを次の光源ユニットＵとして設定する。続いて、設定された光源ユニット
Ｕに対して、上述したステップＳ３０４に処理が戻される。
【００３７】
　バックライト制御部１４４は、全ての光源ユニットＵに対してステップＳ３０４からス
テップＳ３０７までの手順を繰り返すことにより、全ての光源ユニットＵの目標光センサ
値を目標光センサ値記憶部１４２に記憶させる。
　図７は、各光源ユニットＵの目標光センサ値を記録したテーブルの一例である。ステッ
プＳ３０４からステップＳ３０７までの処理を各光源ユニットＵに対して実行することに
より、図７のテーブルが生成される。
　図７のテーブルに格納された目標光センサ値に基づいて、発光装置１２０は、各光源ユ
ニットＵを出力することで、各光源ユニットＵが出力する光の強度を均一とすることがで
きる。
【００３８】
（システム制御装置１１０の説明）
　図１に戻る。システム制御装置１１０は、映像入力部１１１、品質管理部１１２、画像
生成部１１３、液晶応答速度算出部１１４、判定条件記憶部１１５、合成部１１６、補正
値記憶部１１７、補正処理部１１８、及び液晶パネル駆動部１１９を有する。
　映像入力部１１１は、映像出力装置（不図示）から入力された映像信号をデコード処理
し、入力データとして合成部１１６へ出力する手段である。
　合成部１１６は、映像入力部１１１から入力された入力データと、画像生成部１１３に
より生成された画像データ（パターン画像）とを合成する手段である。合成部１１６は、
生成した画像データを補正処理部１１８に出力する。パターン画像は、後述する応答速度
の検査のために用いられる検査画像である。本実施例では、検査画像として、低階調のパ
ターン画像（暗い画像）と高階調のパターン画像（明るい画像）の２つを用いる。
【００３９】
　品質管理部１１２は、画像生成部１１３、液晶応答速度算出部１１４、判定条件記憶部
１１５を統括して管理制御する。例えば、品質管理部１１２は、画像生成部１１３により
予め定めたパターン画像の表示出力を制御する。液晶パネル１５０の応答速度を検査する
場合、品質管理部１１２は、画像生成部１１３に低階調のパターン画像と、高階調のパタ
ーン画像とを交互に液晶パネル１５０に表示させるように制御する。
　画像生成部１１３は、品質管理部１１２により出力を指示されたパターン画像を生成し
、順次液晶パネル１５０に表示させる。なお、品質管理部１１２は、調整部の一例である
。
【００４０】
　液晶応答速度算出部１１４は、全光源ユニットＵを消灯させた状態で、パターン画像を
変化させた後、所定のタイミングで複数回取得された外光の強度に基づいて、液晶応答速
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度を算出する。
　具体的には、まず、全光源ユニットＵが消灯した状態で、表示するパターン画像を切り
替えた後、センサ値取得部１４１は、光センサ１３２により検出された外光の強度を所定
のタイミングで複数回取得する。続いて、液晶応答速度算出部１１４は、複数回取得され
た外光の強度の変化量を液晶応答速度として算出する。
　液晶応答速度算出部１１４は、他の各光源ユニットＵに対しても同様に液晶応答速度を
算出する処理を行う。なお、本実施例の説明では、液晶応答速度算出部１１４は応答速度
そのものではなく、時間方向に対する液晶透過光の変化量、即ち加速度を液晶応答速度と
して扱う。
【００４１】
　補正処理部１１８は、液晶パネル１５０の応答速度を上げる（いわゆるオーバードライ
ブ）ために、合成部１１６から入力される画像データを補正する処理（本明細書では、こ
の処理を「オーバードライブ補正」と呼ぶ）を行う。
【００４２】
　補正値記憶部１１７は、オーバードライブ補正に用いる補正値（以下「オーバードライ
ブ値」と呼ぶ）を記憶する。本実施例では、フレーム間の画素値の変化に応じたオーバー
ドライブ値を用いる。そこで、補正値記憶部１１７には、現在フレームの画素値と、現在
フレームの画素に対応する位置の１フレーム前の画素値との組み合わせごとに、オーバー
ドライブ値が対応付けられた、ルックアップテーブルが格納される。すなわち、ルックア
ップテーブルの各レコードには、現在フレームの画素値、１フレーム前の画素値、オーバ
ードライブ値とが対応付けられて格納される。
　なお、以下では、現在フレームの画素値を「入力画像データ」といい、１フレーム前の
画素値を「１フレーム前の入力画像データ」という。
【００４３】
　オーバードライブ補正の方法としては、例えば、入力画像データにオーバードライブ値
を加算する処理、入力画像データにオーバードライブ値を乗算する処理などを採り得る。
前者では、現在フレームの入力画像データが１フレーム前の入力画像データよりも大きい
場合、オーバードライブ値は、現在フレームをより大きな値に補正するように正の値とな
る。一方、現在フレームの入力画像データが１フレーム前の入力画像データよりも小さい
場合、オーバードライブ値は、現在フレームをより小さな値に補正するように負の値とな
る。また後者では、現在フレームの入力画像データが１フレーム前の入力画像データより
も大きい場合、オーバードライブ値は１より大きい値となる。一方、現在フレームの入力
画像データが１フレーム前の入力画像データよりも小さい場合、オーバードライブ値は１
より小さい値となる。本実施例では、前者の方法（入力画像データにオーバードライブ値
を加算する処理）によりオーバードライブ補正を行うものとする。
【００４４】
　上記のルックアップテーブルに格納されているオーバードライブ値と、品質管理部１１
２により管理される液晶応答速度の調整量との関係について説明する。
　上記のルックアップテーブルは、例えば、表示装置１００の生産時点で作成される。そ
して、ユーザが画像を表示する場合に、１フレーム前と現在フレームとの入力画像データ
（画素値）の変化量に応じたオーバードライブ値がルックアップテーブルから読み出され
る。読み出されたオーバードライブ値に基づいて入力画像データが補正される。
　続いて、品質管理部１１２は、オーバードライブ後の液晶応答速度に関して液晶応答速
度の過不足を判定する。品質管理部１１２は、液晶応答速度の過不足に応じて調整量を決
定する。調整量は、液晶応答速度を増減するため、すなわちオーバードライブ値を増減す
るために用いられるパラメータである。例えば、液晶応答速度が不足している場合、品質
管理部１１２は、調整量を正の値に決定する。また、液晶応答速度が過剰な場合、品質管
理部１１２は、調整量を負の値に決定する。オーバードライブ後の液晶応答速度が適正な
場合は、調整量は０となる。
【００４５】
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　補正処理部１１８は、補正値記憶部１１７のルックアップテーブルから読み出したオー
バードライブ値と、品質管理部１１２により指示された調整量とに基づき、入力画像デー
タを補正することで液晶応答速度を制御する。液晶応答速度が適正か否かの検査、及び、
調整量の設定は、液晶パネル１５０全体について実施してもよいし、液晶パネル１５０を
複数の検査領域に分割し、検査領域ごとに実施してもよい。検査領域は、光源ユニットＵ
毎に設定されてもよい。
【００４６】
　液晶応答速度の制御に関し、具体例を挙げて説明する。例えば、１フレーム前の画素値
をＲＧＢ値（０，０，０）、現在フレームの画素値をＲＧＢ値（１２８，１２８，１２８
）とし、ルックアップテーブルにオーバードライブ値（１０，１０，１０）が格納されて
いるものとする。また、品質管理部１１２により指示された調整量が（２，２，２）であ
るものとする。
　かかる場合において、補正処理部１１８は、オーバードライブ値に調整量を足し合わせ
、調整後のオーバードライブ値（１２，１２，１２）を得る。さらに、補正処理部１１８
は、現在フレームの画素値と調整後のオーバードライブ値とを足し合わせ、現在フレーム
の画素値を（１４０，１４０，１４０）とする。
　液晶パネル駆動部１１９は、補正処理部１１８から出力された補正された入力画像デー
タ（画素値）をもとに、液晶パネル１５０に画像を表示させる。補正後に液晶パネル１５
０に表示された画像に関しても、品質管理部１１２によって上記と同様に液晶応答速度の
判定処理が行われ、液晶応答速度が判定範囲外と判定された場合、上記の手順で再度調整
量が決定される。
【００４７】
　上記の例では、液晶応答速度が判定範囲内になるまで、調整量を徐々に増加（又は減少
）させる例について説明したが、これに限定されない。例えば、品質管理部１１２は、所
定の関数を用いて、判定範囲に対する液晶応答速度の超過分（又は不足分）に応じた調整
量を算出してもよい。これにより、より早く適切な調整量に決定することができる。
【００４８】
　これにより、例えば、表示装置１００の表示特性が経年劣化等により変化した場合にお
いても、適切な液晶応答速度を設定することができる。
　なお、品質管理部１１２により管理される液晶応答速度の調整量は、加算値に限定され
ない。例えば、液晶応答速度の調整量はオーバードライブ値に対する利得（ゲイン）であ
ってもよい。
【００４９】
（液晶応答速度算出とセンサ取得制御の説明）
　以下では、システム制御装置１１０における、液晶応答速度算出部１１４の制御手順に
ついて詳細に説明する。
　図８は、実施例１における液晶応答速度の検査及び調整処理の流れの例を示す図である
。図８に示す処理は、例えば表示装置１００の電源をオンにして所定時間経過後から所定
の周期で実施される。また、図８に示す処理は、ユーザ操作により不図示のメニューから
品質管理機能の実行を指示された際に実施されてもよい。
【００５０】
　まず、ステップＳ９０１において、品質管理部１１２は、全ての光源ユニットＵが消灯
するよう、バックライト制御部１４４に対して指示する。バックライト制御部１４４は、
バックライト駆動部１４５を介して、一時的に光源ユニットＵの点灯期間を調整し、全て
の光源ユニットＵが消灯するように制御する。バックライト駆動部１４５が、全ての光源
ユニットＵが消灯したことをバックライト制御部１４４経由で品質管理部１１２に通知す
ると、ステップＳ９０２に処理が進められる。
【００５１】
　ステップＳ９０２では、品質管理部１１２が画像生成部１１３に対して液晶応答速度の
算出に用いられるパターン画像を出力するように指示する。画像生成部１１３が、パター
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ン画像の出力を開始したことを品質管理部１１２に通知すると、ステップＳ９０３に処理
が進められる。
　図９Ａ及び図９Ｂは、画像生成部１１３により出力されたパターン画像の一例を示す図
である。画像生成部１１３は、光源ユニットＵ０～Ｕ５に対応する液晶パネル１５０の領
域Ａ０～Ａ５にパターン画像を順次表示する。パターン画像は、液晶の応答速度を検査す
るための画像である。図９Ａは、領域Ａ０に低階調のパターン画像を表示した場合の例で
ある。また、図９Ｂは、領域Ａ０に高階調のパターン画像を表示した場合の例である。
　例えば、領域Ａ０の液晶の立ち上り特性を検査する場合、品質管理部１１２は、図９Ａ
の低階調のパターン画像を表示させた後、次のフレームで図９Ｂの高階調のパターン画像
を表示させる。領域Ａ０の液晶の立下り特性を検査する場合、品質管理部１１２は、図９
Ｂの高階調のパターン画像を表示させた後、次のフレームで図９Ａの低階調のパターン画
像を表示させる。
【００５２】
　ステップＳ９０３では、液晶応答速度算出部１１４が、品質管理部１１２から次のパタ
ーン画像の出力開始の通知を受けて、バックライト制御部１４４を介して所定のタイミン
グでセンサ値取得部１４１から光センサ値を取得する。全ての光源ユニットＵが消灯状態
であるため、このとき取得される光センサ値は、表示面側から液晶パネル１５０に入射し
、液晶パネル１５０を透過した光（外光）の強度を表す。以下では、このときに取得され
る光センサ値を「液晶透過光値」という。
【００５３】
　図１０Ａ、図１０Ｂ及び図１０Ｃは、センサ値取得部１４１がセンサ値を取得する際の
タイミングの一例を説明する図である。
　図１０Ａにおいて、横軸は時間、縦軸は画像生成部１１３で出力された画像の輝度又は
階調を示す。図１０Ａにおいて、第２フレームが現在フレーム、第１フレームが１フレー
ム前を示している。
　図１０Ｂにおいて、横軸は時間を示す。図１０Ｂでは、１フレーム期間中に例えば黒(
Ｒ＝Ｇ＝Ｂ＝０)又はグレー（Ｒ＝Ｇ＝Ｂ＝１２８）を表示して、次のフレームで表示画
像を切り替えていることを示している。図１０Ｂでは、第１フレームで黒画像、第２フレ
ームでグレー画像が表示され、第３フレーム及び第４フレームで黒画像が表示されること
を示している。
　図１０Ｃにおいて、横軸は時間を示す。図１０Ｃには、センサ値取得部１４１が光セン
サ１３２から液晶透過光値を取得するタイミングとして、第２フレームにおけるセンサ取
得期間１００１、センサ取得期間１００２及びセンサ取得期間１００３が示される。
【００５４】
　例えば、低階調のパターン画像から高階調のパターン画像に移行した場合の液晶透過光
値を測定することで液晶の立ち上がり特性を検査することができる。具体的には、液晶の
立ち上がり特性を検査する場合、センサ値取得部１４１は、低階調から高階調に画像が切
り替わった後の１フレーム期間（第２フレーム）を５つのサブフレームに分割する。セン
サ値取得部１４１は、２番目（センサ取得期間１００１）、３番目（センサ取得期間１０
０２）、５番目（センサ取得期間１００３）のサブフレーム期間で液晶透過光値を取得す
る。続いて、液晶応答速度算出部１１４は、２番目と３番目、３番目と５番目のサブフレ
ームにおけるそれぞれの変化量を、液晶の立ち上がり方向の加速度（液晶応答速度）とし
て算出する。すなわち、液晶応答速度算出部１１４は、２番目と３番目のサブフレームに
おける液晶透過光値の変化量に対応する加速度（液晶応答速度）と、３番目と５番目のサ
ブフレームにおける液晶透過光値の変化量に対応する加速度（液晶応答速度）とを算出す
る。
【００５５】
　一方、高階調のパターン画像から低階調のパターン画像に移行した場合の液晶透過光値
を測定することで液晶の立ち下がり特性を検査することができる。液晶の立下り特性を検
査する場合、センサ値取得部１４１は高い階調から低い階調に画像が切り替わった後の１
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フレーム期間を５つのサブフレームに分割して１番目、３番目、４番目のサブフレーム期
間でセンサ値を取得する。液晶応答速度算出部１１４は、１番目と３番目、３番目と４番
目の液晶透過光値の変化量を液晶の立ち下り方向の加速度（液晶応答速度）として算出す
る。
　一般的な光センサは、低階調では取得時間を要し、精度も低い。そのため、本実施例で
は、立ち上がり特性の検査では２番目以降のセンサ値を用い、立ち下がり特性の検査では
４番目以前のセンサ値を用いる。これにより比較的精度の取れる階調でセンサ値が取得さ
れる。なお、具体的な液晶応答速度の決定処理に関しては、後述する。
　このように、品質管理部１１２は、低階調のパターン画像の後に高階調のパターン画像
が表示される場合に、高階調の検査画像の後に低階調の検査画像が表示される場合よりも
遅いタイミングで外光の強度を光センサに検出させてもよい。
　また、１フレーム内で複数回、光センサに検出させる場合、品質管理部１１２は、各回
に関し、低階調の後に高階調のパターン画像が表示される場合に、高階調の後に低階調の
パターン画像が表示される場合よりも遅いタイミングで検出させてもよい。
【００５６】
　図８に戻る。次にステップＳ９０４において、バックライト制御部１４４は所定間隔で
、所定回数だけセンサ値を取得した後、センサ値を液晶応答速度算出部１１４へ通知する
。液晶応答速度算出部１１４は、バックライト制御部１４４からセンサ値の通知を受ける
と、ステップＳ９０５の処理に移る。
　ステップＳ９０５において、液晶応答速度算出部１１４は、液晶透過光値の時間変化か
ら液晶応答速度を算出し、品質管理部１１２に通知する。
【００５７】
　ステップＳ９０６において、品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、補正不
足判定閾値よりも小さいか否かを判定する。ここで、判定範囲は、過補正判定閾値と補正
不足判定閾値とを含む。判定範囲の上限が過補正判定閾値に対応し、判定範囲の下限が補
正不足判定閾値に対応する。
　過補正判定閾値は、液晶パネル１５０をオーバードライブした場合の、過補正を判定す
る値である。過補正の場合には、表示映像が本来表示すべき色と異なって見える問題があ
る。一方、補正不足判定閾値は、液晶パネルをオーバードライブした場合の補正不足を判
定する値である。補正が不足した場合には、所望の輝度に達するのに１フレーム以上の応
答時間がかかってしまい、残像やボケが見える問題がある。
　１フレーム内でセンサ値の変化量（液晶応答速度）が複数算出される場合、センサ値の
変化量毎に判定範囲を設定してもよい。かかる場合には、品質管理部１１２は、各々のセ
ンサ値の変化量と対応する判定範囲とをそれぞれ比較し、それぞれ判定範囲に含まれるか
否かを判定する。
【００５８】
　品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、補正不足判定閾値よりも小さい場合
、ステップＳ９０７で調整量を増やした後、ステップＳ９０２に戻る。品質管理部１１２
は、算出された液晶応答速度が、補正不足判定閾値以上の場合、ステップＳ９０８の処理
に移行する。
　ステップＳ９０８において、品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、過補正
判定閾値よりも大きいか否かを判定する。品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度
が、過補正判定閾値よりも大きい場合、ステップＳ９０９で調整量を減らした後、ステッ
プＳ９０２に戻る。品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、過補正判定閾値以
下の場合、判定範囲内であるものとして処理を終了させる。
【００５９】
　また、立ち上がり特性の検査では、品質管理部１１２は、２番目と３番目のセンサ値の
変化量と判定条件記憶部１１５に記憶した立ち上がり初動に対応する判定範囲とを比較す
る。品質管理部１１２は、２番目と３番目のセンサ値の変化量が過補正判定閾値より大き
い場合には過補正、補正不足判定閾値より小さい場合には補正不足と判定する。
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　同様にして、品質管理部１１２は、３番目と５番目のセンサ値の変化量と判定条件記憶
部１１５に記憶した立ち上がり終盤に対応する判定範囲とを比較して、過補正又は補正不
足を判定する。
　品質管理部１１２は、２番目と３番目のセンサ値の変化量と、３番目と５番目のセンサ
値の変化量とに関し、いずれか一方又は両方が過補正又は補正不足と判定した場合には、
液晶応答速度が判定範囲に収まるように調整量を変更する。
【００６０】
　例えば、品質管理部１１２は、３番目と５番目のセンサ値の変化量は判定範囲内で、２
番目と３番目のセンサ値の変化量が判定範囲よりも小さいと判定した場合、調整量のＲ値
、Ｇ値及びＢ値を所定量（例えば１ずつ）増やす。
　あるいは、品質管理部１１２は、２番目と３番目のセンサ値の変化量は判定範囲内で、
３番目と５番目のセンサ値の変化量が判定範囲よりも大きいと判定した場合、調整量のＲ
値、Ｇ値及びＢ値を所定量（例えば１ずつ）減らす。
　なお、センサ値の変化量が判定範囲外の場合のＲ値、Ｇ値及びＢ値の増減量は品質管理
部１１２によって決定される。
【００６１】
　また、１フレーム内でセンサ値の変化量が複数算出される場合に、センサ値の変化量の
平均値と、センサ値の変化量の平均値に対応する判定範囲とを比較してもよい。例えば、
品質管理部１１２は、２番目と３番目のセンサ値の変化量と３番目と５番目のセンサ値の
変化量との平均値と、当該平均値に対応する判定範囲とを比較する。
【００６２】
　また、調整量を最大又は最小にしても判定範囲に収まらない場合、品質管理部１１２は
、液晶応答速度改善機能が、品質管理の結果、エラーであることをユーザーに通知しても
よい。立ち上がりの場合、オーバードライブ補正後の入力画像データの値が最大階調（例
えば２５５）となるときが調整量が最大のときであり、オーバードライブ値が０になると
きが調整量が最小のときである。立下りの場合は、オーバードライブ補正後の入力画像デ
ータの値が最小階調（例えば０）となるときが調整量が最大のときであり、オーバードラ
イブ値が０になるときが調整量が最小のときである。
【００６３】
　図１０を用いて、液晶応答速度の補正の処理の例について説明する。図１０Ａに示され
る点線がオーバードライブしない場合（液晶応答速度を変更しなかった場合）の輝度遷移
カーブである。
　図１０Ａに示すように、オーバードライブしない場合、低階調のパターン画像が表示さ
れる第１フレームから高階調のパターン画像が表示される第２フレームに移行した場合の
輝度遷移カーブが比較的緩やかとなっている。このため、第３フレームに移行するまでに
液晶透過光値が目標輝度に到達しない。
　一方、決定された液晶応答速度に基づいてオーバードライブした場合、輝度遷移カーブ
がオーバードライブしない場合の輝度遷移カーブよりも急になっている。このため、第３
フレームに移行するまでに液晶透過光値が目標輝度に到達している。
　なお、実施例１においては、１フレームを５つのサブフレームに分割し、センサ値の取
得タイミングを設定したが、これに限定されない。サブフレーム数をこれより増やしても
減らしてもよい。また、センサ値の取得タイミングを増やしてもよい。
【００６４】
（実施例１における効果）
　以上説明したように、実施例１に係る表示装置１００において、品質管理部１１２は、
全ての光源ユニットＵを消灯している間に、所定の検査画像を表示し、所定のタイミング
で液晶透過光値を取得する。そして、品質管理部１１２は、液晶透過光値の変化量を液晶
応答速度として求め、液晶応答速度に基づいてオーバードライブ補正が適正か過補正か補
正不足かを判定する。品質管理部１１２は、過補正又は補正不足の場合、オーバードライ
ブ値の調整量を変更して補正処理部１１８に通知する。このようにすることで、液晶応答
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速度を自動で定量的に検査することができる。また、検査結果に基づいてオーバードライ
ブ補正のフィードバック制御ができ、液晶応答速度を自動で適正な範囲に維持することが
できる。また、光源ユニットＵの照射光の強度を検出するための光センサ１３２を利用し
て、液晶応答速度の測定（推定）を行うため、液晶応答速度の検査のために特別なハード
ウェアを追加する必要がなく、コストの増加を招かないという利点もある。
【００６５】
（実施例２）
［表示装置２００の構成］
　図１１は、実施例２に係る表示装置２００の構成を示す図である。実施例２に係る表示
装置２００は、測定するタイミングに応じて光センサ１３２の感度を変更する点で、実施
例１に係る表示装置１００と異なる。なお、図１１において、実施例１に係る図１に示し
た機能部と同一の機能部には、図１と同一の符号を付している。図１１に示す表示装置２
００は、システム制御装置２１０と、発光装置２２０と、液晶パネル１５０とを有する。
発光装置２２０は、バックライトモジュール２３０及びバックライト制御モジュール２４
０を有する。
【００６６】
　バックライトモジュール２３０は、図１に示したバックライトモジュール１３０の構成
に加えて、温度センサ２３１をさらに有する。温度センサ２３１は、各光源ユニットＵに
配置された光センサ１３２の近傍にそれぞれ設けられており、各光源ユニットＵの温度情
報を検出することができる。また、検出した温度から液晶パネル１５０の温度を推定する
ことも可能である。なお、温度センサを使って液晶パネル１５０の温度を推定する方法に
ついては公知技術であるので本実施例にて詳細な説明は省略する。
【００６７】
　バックライト制御モジュール２４０は、センサ値取得部２４１、目標光センサ値記憶部
２４２、初期点灯期間記憶部２４３、バックライト制御部２４４、及びバックライト駆動
部２４５を有する。センサ値取得部２４１、目標光センサ値記憶部２４２及び初期点灯期
間記憶部２４３は、それぞれ実施例１のセンサ値取得部１４１、目標光センサ値記憶部１
４２及び初期点灯期間記憶部１４３に対応する。また、バックライト制御部２４４及びバ
ックライト駆動部２４５は、それぞれ実施例１のバックライト制御部１４４及びバックラ
イト駆動部１４５に対応している。以下の説明においては、実施例１と異なる部分を中心
に説明する。
【００６８】
（センサ感度の制御）
　バックライト制御部２４４は、パターン画像の階調に応じてセンサ感度（検出感度）を
変更してもよい。例えば、バックライト制御部２４４は、高階調のパターン画像を表示す
る場合のセンサ感度よりも低階調のパターン画像を表示する場合のセンサ感度を高く設定
してもよい。これにより、比較的センサ値の変化を検出しにくい低階調のパターン画像が
表示されている場合においても、センサ値の変化を検知しやすくすることができる。
　また、光センサ１３２に入射する外光が比較的強い場合、バックライト制御部２４４は
、センサ感度を低く変更してもよい。これにより、光センサ１３２が飽和することを防ぐ
ことができる。
【００６９】
　図１２は、実施例２における液晶応答速度の検査及び調整処理の流れの例を示す図であ
る。図１２を用いてパターン画像の階調に応じてセンサ感度を変更する場合の処理の流れ
について説明する。
　まず、ステップＳ１２０１では、品質管理部２１２は、バックライト制御部２４４に対
して指示し、全ての光源ユニットＵを消灯させる。
　ステップＳ１２０２では、品質管理部２１２が画像生成部１１３に対してパターン画像
を出力するように指示する。例えば、図９Ａ及び図９Ｂに示されるパターン画像が交互に
液晶パネル１５０に表示される。



(16) JP 2018-112617 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

【００７０】
　ステップＳ１２０３では、バックライト制御部２４４は、パターン画像を表示してから
センサの取得タイミングに応じて光センサ１３２のセンサ感度を変更する。例えば、低階
調から高階調へパターン画像を切り替えた場合、高階調に比べ、低階調側のセンサ値が低
くなり取得しにくくなるので、低階調側のセンサ感度を上げる。高階調から低階調へパタ
ーン画像を切り替えた場合も同様に低階調側のセンサ感度を上げるように制御する。
　実施例２では、バックライト制御部２４４は、光センサ１３２の感度を高階調側の測定
に比べて例えば１０倍の感度に変更するものとする。これにより、例えば感度を変更する
前の光センサ値が１００相当であっても、センサ値取得部は、１０倍の１０００の光セン
サ値を取得できるようになる。
【００７１】
　ステップＳ１２０４では、センサ値取得部２４１は、所定のタイミングで光センサ１３
２からセンサ値を取得する。続いて、バックライト制御部２４４は、品質管理部２１２か
らの通知を受け、センサ値取得部２４１によりセンサ値が取得された後、センサ値取得部
２４１からセンサ値（液晶透過光値）を取得する。
　ステップＳ１２０５において、バックライト制御部２４４は、所定回数のセンサ値を取
得した後、取得完了と併せて取得したセンサ値（液晶透過光値）を液晶応答判定部２１４
へ通知する。一方、所定回数のセンサ値が取得されていない場合、ステップＳ１２０３の
処理に戻る。
　ステップＳ１２０６において、液晶応答速度算出部１１４は、液晶透過光値の時間変化
から液晶応答速度を算出し、品質管理部１１２に通知する。
【００７２】
　ステップＳ１２０７において、品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、補正
不足判定閾値よりも小さいか否かを判定する。
　品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、補正不足判定閾値よりも小さい場合
、ステップＳ１２０８で調整量を増やした後、ステップＳ１２０２に戻る。品質管理部１
１２は、算出された液晶応答速度が、補正不足判定閾値以上の場合、ステップＳ１２０９
の処理に移行する。
　ステップＳ１２０９において、品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、過補
正判定閾値よりも大きいか否かを判定する。品質管理部１１２は、算出された液晶応答速
度が、過補正判定閾値よりも大きい場合、ステップＳ１２１０で調整量を減らした後、ス
テップＳ１２０２に戻る。品質管理部１１２は、算出された液晶応答速度が、過補正判定
閾値以下の場合、判定範囲内であるものとして処理を終了させる。
【００７３】
　図１２の例では、高階調のパターン画像と低階調のパターン画像とを切り替えて表示す
る場合のセンサ感度の調整について説明したが、これに限定されない。例えば、各フレー
ムで異なる色のパターン画像を表示する場合に、表示される色に応じたセンサ感度を光セ
ンサ１３２に設定してもよい。
【００７４】
　（センサ値の取得タイミングの制御）
　また、光源ユニットＵに設置されている温度センサ２３１によって検出された温度に応
じて、光源ユニットＵの光センサ１３２のセンサ値を取得するタイミングを変更してもよ
い。例えば、温度センサ２３１により検出された温度が比較的高い場合、センサ値取得部
２４１は、１フレーム内の複数のサブフレームのうち、比較的早いタイミングのサブフレ
ームにおいて光センサ１３２のセンサ値を取得してもよい。一方、温度センサ２３１によ
り検出された温度が比較的低い場合、センサ値取得部２４１は、１フレーム内の複数のサ
ブフレームのうち、比較的遅いタイミングのサブフレームにおいて光センサ１３２のセン
サ値を取得してもよい。
【００７５】
　図１３Ａ、図１３Ｂ及び図１３Ｃは、センサ値を取得する際のタイミングの一例を説明
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するための図である。
　図１３Ａは、実施例１に係る図１０Ａに対応している。図１３Ｂは、実施例１に係る図
１０Ｂに対応している。図１３Ｃは、実施例１に係る図１０Ｃに対応している。また、図
１３Ｃにおいては、図１０Ｃと同様に１フレームが５つのサブフレームに分割される。
　例えば、センサ値取得部２４１は、温度センサ２３１により検出された温度が温度ｂで
、低階調から高階調のパターン画像に切り替わった場合、第２フレームにおいて３番目（
図１３Ｃの１３０１ｂ）のサブフレーム期間にセンサ値を取得するものとする。
【００７６】
　かかる場合において、センサ値取得部２４１は、検出された温度が温度ｂよりも高い温
度ａであった場合、第２フレームにおいて２番目（図１３Ｃの１３０１ａ）のサブフレー
ム期間に光センサ１３２によりセンサ値を取得する。
　また、センサ値取得部２４１は、検出された温度が温度ｂよりも低い温度ｃであった場
合、第２フレームにおいて４番目（図１３Ｃの１３０１ｃ）のサブフレーム期間に光セン
サ１３２によりセンサ値を取得する。
　このように、センサ値取得部２４１は、温度センサ２３１により検出された温度に応じ
て、光センサ１３２によりセンサ値を取得するサブフレーム期間を変更してもよい。
【００７７】
　また、高階調から低階調のパターン画像が切り替わった場合においても同様に、センサ
値取得部２４１は、温度センサ２３１により検出された温度に応じて、光センサ１３２に
よりセンサ値を取得するサブフレーム期間を変更してもよい。
　なお、実施例２では、第２フレームの５つのサブフレームのうちの３番目のサブフレー
ムのタイミングで光センサ１３２からセンサ値を取得している。これにより、階調変更し
た時の液晶の中間特性を測定している。このように、階調変更した時の液晶の初動特性又
は階調変更した時の中間特性を測定することで、目標階調（目標輝度）に対して液晶応答
速度が適切であるか否かを判定することが可能となる。
【００７８】
　なお、実施例２においては、１フレーム期間をサブフレームに分割し、１フレーム期間
につき１回輝度を検出する方法を説明したが、これに限定されない。１フレーム内で複数
回輝度を検出してもよい。これにより、１フレームの前半で一時的に液晶応答速度が高く
なった後、１フレームの中間までに液晶応答速度が正常となる場合に、液晶応答速度が一
時的に高くなる状態を検出できるようにすることができる。
【００７９】
　なお、実施例２においても実施例１と同様に、品質管理部２１２は、複数のサブフレー
ムで取得されたセンサ値の変化量に基づいてオーバードライブ補正の過不足を判定しても
良い。
【００８０】
（実施例２における効果）
　以上説明したように、実施例２に係る表示装置２００において、センサ値取得部２４１
は、表示するパターン画像に対するセンサ値を取得するタイミングに応じてセンサ感度を
変更する。そして、品質管理部２１２は、センサ値取得部２４１から取得したセンサ値と
判定条件記憶部２１５で保持している判定範囲とに基づいて、過補正又は補正不足を判定
する。このようにすることで、外光が測定しにくい環境でもセンサ値を精度良く取得でき
、液晶の応答速度を適切に制御することができるという効果を奏する。
【００８１】
　また、光源ユニットＵの温度に応じてセンサ値を取得するタイミングをサブフレーム単
位で変更することにしたため、高温又は低温の環境下においてもセンサ値を精度良く取得
でき、液晶応答速度を適切に制御することができるという効果を奏する。
【００８２】
　以上、本発明を実施例を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施例に記載の
範囲には限定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
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　例えば、上記実施例では、液晶応答速度の検査に利用する外光として、表示装置が設置
された環境における環境光（照明光や自然光）を想定しているが、外光は環境光に限定さ
れない。例えば、液晶パネルの前面に検査用光源を設置し、検査時に検査用光源により液
晶パネルを直接照射する構成としても良い。
　かかる場合において、表示装置と検査用光源とが通信制御線で接続され、品質管理部が
検査用光源の光量を制御できるようにしてもよい。そして、実施例２のようにセンサ感度
を上げる代わりに、検査用光源の光量を上げる制御を行ってもよい。これにより、センサ
値の検出精度が向上する。
【００８３】
　また、上記実施例では、光源ユニットＵ０～Ｕ５に対応する領域Ａ０～Ａ５に検査画像
を表示して検査する構成としたが、これに限定されない。例えば、検査画像の表示形態（
サイズ、形状）を変更しても良い。例えば、検査時の外光が暗いため、光センサ１３２に
よりセンサ値を取得できない場合、品質管理部は、液晶パネル１５０に既定の検査画像よ
りも大きい検査画像を表示させる。これにより、センサ値が取得できるようになる。
【００８４】
　また、かかる場合においては、品質管理部は、規定の検査画像より大きい領域のみの画
像を表示した場合のセンサ値をオフセット値として取得し、メモリに格納する。続いて、
品質管理部は、既定の検査画像より大きい検査画像を表示して取得したセンサ値からオフ
セット値を減算する。これにより、既定の検査画像を表示した場合のセンサ値を求めるこ
とが可能となる。
　また、検査画像の形状は四角に限らず、センサの検出範囲が同心円状の場合には円形の
検査画像としても良い。
【符号の説明】
【００８５】
１：表示装置１００、２：品質管理部１１２、３：画像生成部１１３、４：液晶応答速度
算出部１１４、５：判定条件記憶部１１５、６：補正処理部１１８、７：液晶パネル１５
０
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